



The Formation of “Shoka” as a Source of Japanese “poem” 
―A Study of “National Literature” in Japan as a “Nation State”(7)― 
 




In this paper we will examine the publication process and the contents of Shogaku Shoka Shu 
(Song books for the elementary school, 3vols. 1882-4).  The “Shoka”, which are songs for school 
children, had an impact on the formation of Japanese “poems”.  In chapter 1 we will assess the 
publication process of those books.  In chapter 2 we will categorize and investigate the words of 
Shoka into 4 groups:―lyricism, moralism, patriotism and militarism 
 
  キーワード：小学唱歌集、蝶々、蛍の光、音楽取調掛、田中不二麿、伊沢修二  













                                                          
































































































































































































東京師範学校 135 人、同付属小学校 195 人、東京女子師範学校 101 人、付属高等女学科 101



































































































































































 一 君が代は、ちよにやちよに、さゞれ 二 きみがよは、千尋の底の、さゞれ 
  いしの、巌となりて、こけのむす   いしの、鵜のいる磯と、あらはるる 
  まで、うごきなく、常磐かきはに、   まで、かぎりなき、みよの栄を、 





















三 つくしのきわみ、みちのおく、 四 千島のおくも、おきなわも、 
   うみやまとおく、へだつとも、   やしまのうちの、まもりなり、 
   そのまごころは、へだてなく、   いたらんくにに、いさをしく、 


































一 ここに祭るきみがたま。蘭はくだけて 二 ここにまつる、戦死の人、骨を砕くも、 
  香
わ
に匂い、骨は朽ちて、名をぞ残す、   君がため、国のまもり、世世のかがみ、 
  代物、うけよきみ、         ひかり絶せじ、其光、   [伊沢:276] 
 
1872(明3)年、東京招魂社（現靖国神社）において戊辰戦争で亡くなった3588名のための招
魂式が挙行され、その翌日から５日間にわたり招魂祭が行われた。この歌は明治政府樹立
に尽くした死者への鎮魂歌として作られたのだ。 
このように、『小学唱歌集』には数は多くないが、軍国主義的な唱歌が含まれている。こ
れらの唱歌、そして『新体詩抄』の「抜刀隊」から、後に幾多の軍歌が生まれていくので
ある。 
以上、唱歌集の歌を４つのグループに分けて考察してきたが、２つ以上のグループにま
たがる歌もある。とりわけ、叙情性は全体を通じての特徴であり、徳育も忠君愛国もいく
さも、そういった叙情性に乗せて歌い上げられる。唱歌は、叙情性の衣に包みつつ、徳育
主義や愛国心を育み、最終的には天皇のいくさに嬉々として赴く「国民」を育て上げるた
めに作られたのである。 
 
結論 
「箱根の山は天下の剣」の作詩で知られる、音楽取調掛第１回伝修生・鳥居 忱
まこと
(1853-1917)は、1887(明治 20)年の千葉県教育会の講演において、こう証言している。 
 
当今東京では帝国大学出身の学士や学生の人々には何か立食とか集会とか致す場合には
下手なり「蛍の光」や「思い出れば」位は知らないと皆唱って居る所で独りボンヤリと
して何だか肩身が狭い様な傾きがあります此様子では数年の後は音楽唱歌を知らない者
は自然と人中へ出る事が出来ない様になりませふ[田甫:45-6] 
 
このように、当時、唱歌は、唱歌教育を受けていない者でさえもがその存在を知るところ
となっていた。 
『小学唱歌集』は、明治 40 年代にいわゆる「文部省唱歌」が作られるまで、ほとんどす
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べての小学生が手にすることとなり、その精神は国民の心の奥深くに刻まれてゆく。『小学
唱歌集』は、愛国精神を涵養するために国策として作られたものであり、叙情性に彩られ
た歌詞を通して、国民に徳育主義、忠君愛国主義、軍国主義を注ぎ込むことに成功した。
こうして国民化された「詩人」たちが、後の世に多くの「国民詩」を送り出していくこと
になる。 
 西川長夫は、こう指摘する。 
 
 明治期の「文明開化」の例でもわかるように、国民化は一般に文明化の形をとる。基本
的な事情は欧米の場合も第三世界の場合でも同じであろう。だが国民化は、学校や軍隊
や工場や宗教や文学や、その他あらゆる制度や国家装置を通じて、究極的には国家の原
理を体現した国民という改造人間を作り上げる。そのような国民化が国民国家の時代を
通して進行し、現在に至っていることに、すでに国民化されたわれわれは気がつかない。
[西川:15] 
 
21世紀を迎えた現代においてさえ「蛍の光」や「あおげば尊し」に思わず涙ぐんでしまう
ことがあればと、「唱歌」が《国家装置》として「優秀」であることを実感するとともに、
《改造》され、《国民化》された自らに震撼せざるを得ないのである。 
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